人 は 何とい つて 見る だろう。 今はョ チヨ チ 歩きの 段階 

だから、 この 期間 は 完成 させなければ ならない といつ 

て、 もっとよ く 歩け るよう になる 日の ために、 下駄 や 

くつ を よろこび を もつ て 用意し ないだ ろうか。 

わたしたちが 人間 を 愛し、 その 価値 を 評価す る 意味 

で、 自分と 人との 「自我」 について 考える とき、 その 

自我の 最大 発展の 可能 を 希望す る こと はへんだろう か。 

歴史が その 複雑さで われわれの 前に 示して いる 最大の 

可能にまで、 自我 を 発展 させ 成長 させ、 新しい ものに 

して ゆく 機会 をつ かもうと する こと は 幼稚な こと だろ 

ク ゝ o 

う 力 



す ものと して わたしたちの 周囲に あふれて いる。 解放 

したい 「自我」 を 詭弁の 足 かせで しばりつける こと は、 

あまり 悲し いこと と 思う。 

〔 一 九 四 八 年 三 I 四月〕 
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